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西暦2000年世界地熱会議

安川香澄1)

て｡はじめに

西暦2000年世界地熱会議(WorldGeothermal

Congress2000,以下WGC2000)は,平成12年δ

月28日(日)～6月10日(土)の2週間にわたり,九州

および東北地方で開催されました.会議のテｰマ

は,“21世紀に向けて,地熱エネルギｰを支えて".

地熱関係の各種講習会,地熱地帯の見学,同伴者

プログラム,九州から東北への移動プσグラム,特

別フォｰラムに文化行事と､盛り沢山な会議でした

が(第五図参照),そのうち本会議(学術講演会)

は,前半は5月3五日から6月2日まで大分県別府市

のビｰコンブラザ(B-CONPLAZA),後半は6月5

日から6月7日まで岩手県盛岡市郊外のアピオ

(APIO)で行われました.

WGCは,1970年に国連が主催した地熱エネル

ギｰに関する国際シンポジウム(第1表)を引き継

いで行われている国際会議であり,1985年以降は

5年毎に開催されています.このうち第二回と第三

回は,米国内の地熱資源評議会(Geotherma1

RescびrcesCouncil,以下GRC)が主催しましたが,

その後は国際地熱協会(Intemati㎝a1Geothermal

Ass㏄1裂tion,以下IGA)が引き継ぎ,現在に至っ

ています.
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第1表

世界地熱会議の歴史,

回数開催時期

11970年9月'

21985年8月

31990年8月

41995年5月

52000年5-6月

62005年(予定)

開催場所

イタリア/ビ与一一

米国/ハワイ

米国/ハワイ

イタリア/フィレンツェ

日本/大分咄岩手

トルコ(予定)
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WGC2000の参加者数は延べ1,783人で,5年前

のフィレンツェ大会の1韮451人を上回っています.

但しその内訳は,登録音王,013(うち同伴者106),

地元招待者46,出展関係者130,一般参加者164,

地元スタッフ430と,地元スタッフが大変高い割合

を占めています.従ってこの方たちを除くと,実際

の会議出席者数は前回とほぼ同規模となります.

参加国は62カ国と,前回の70力国をやや下回って

いますが,外国人参加者は約550名と多く,実質的

な国際会議であったことが,この人数からも読み取

れます.なお地質調査所からの参加者数は27名で

した.また会議の概要については,以下のホｰム

ペｰジを参考にしてください.

桴瑰�糸��杣��橐

(WGC2000の公式ぺ一ジ)
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(会議の報告;新聞形式)
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2｡プログラムからみたWGC変000の技術動向

第2図に,セッション別発表数を示します｡これ

はプログラムから読み取った数で,会議終了後の

公式発表では,発表数674件,うち口頭320件,ポ

スタｰ354件となっています.ここでは各セッション

を,(1)各国近況,(2)探査･開発技術言(3)新技

術･その他,と分類しました.分類法は他にもあり

ましょうが軍セッション名による分類は,投稿者とプ

ログラム委員会の意向,ひいては世界の地熱技術

動向を端的に示すと思われます.

次に傾向を見てみましょう.まず各国近況で目に

つくのは,口頭･ポスタｰ発表ともえこ,フィリピン,イ

ンドネシア,中国といったアジア各国からの発表数

の多さです.開催国であるわが国の発表数が多い

のは当然ですが,東アジア諸国,特に中国g)成長

が目覚ましく,ポテンシャル的にまだまだこれからで

あることを示唆しています.

欧州では唯一,アイスランドについて2セッション

カミ行われました.これは,同国では地熱蒸気でタｰ

ビンを回して行う地熱発電の他,あらゆる方面の直

接利用が以前から進められている上,最近5年間

の開発が著しいことを反映しています(Ragnars-

son,2000参照).地熱業界で言う直接利用とは,

地熱エネルギｰを発電に利用するのではなく,熱

エネルギｰとしてそのまま暖房などに利用すること

を意味しています.“その他欧州"諸国からの発表

も多く,これらは殆とが低温地熱の直接利用に関

する講演です.例えば発電に利用するためには,

200-30ぴCという高い温度の地熱エネルギｰが必

要ですが,温室や室内暖房などの直接利用の場合

は,40～50℃程度の温水で十分ですから,地熱を

利用できる地域が,ぐっと広がるわけです.なおト

ルコは次期WGC開催国です.

次に,探査･開発技術に関しては,ポスタｰ発表

は,地質,物理探査呈地化学,貯留層シミュレｰシ

ョンといった個々の探査技術に関する発表が多く,

世界的にはまだまだ新しいフィｰルドの探査/開発

が行われていることがわかります申一一方口頭発表

は,探査,掘削技術,開発,モニタリングなどが多

く,全体のコストダウン/持続性に結び付く技術が

重視される傾向に移るようです｡

最後に,新技術宙その他のセッションでは,口

2001年1月号

写真1梶村晧二工業技術院長による開会祝辞(金原啓

司氏撮影).

頭･ポスタｰ発表ともに高温岩体(HotDryRock;

HDR)に関する発表数が群を抜いて多く,合計4つ

のセッションがあったばかりか,比較的若い研究者

の活躍が目立ち,活発な質疑応答が行われました.

また直接利用のセッションが2つ有り,これとは別

にヒｰトポンプ,バイナリｰサイクルのセッションが

各々有りました.これらは,地熱エネルギｰの多様

な利用法が広がっていることを示しています.また

経済性に関して2セッション,環境や持続性に関し

て各五セッションあり,ここでも技術的側面以外の全

体的バランス重視の傾向がみられました.

3岡開会式と共通セッション

次に,講演内容をいくつか紹介します.テクニカ

ル･セッションについては,CD-ROM版の講演論文

集“ProceediΩgsoftheWor1dGeothermalC㎝一

gress2000"(Windows/Macintosh対応)に内容

が載っていますので,ここでは,共通セッション等,

地熱をとりまく各方面の専門家の見方を紹介し,技

術面以外の動向を紹介します.

別府で行われた開会式では,まず,WGC2000の

組織委員長であるL釘dislausRybach教授(Insti-

tuteofGeophysicsETHZ,スイス)から,“地熱エ

ネルギｰは世界のどこでも利用可能なエネルギｰ

資源であるので,もっと活用すべく,世間や政府に

働きかけて行きましょう"という趣旨の講演があり

ました｡ここで注目すべきことは,従来は地熱エネ

ルギｰというと,その偏在性ということがキｰワｰド

となっていたのに対し,現在では地球上どこでも�



一省8一

安川香澄

利用可能なエネルギｰ,という方向に世界の常識

が大きく変わってきていることです｡これは､近年

の温水利用やヒｰトポンプの急逮な普及と､環境

問題への認識により,従来の地熱地帯以外の国々

でも,地下の熱エネルギｰが利用され始めたことに

よるもので,今後紹介する講演内容の鍵を握る事

柄です.主として発電量増加のみを目指して着たわ

が国としても是非,見方を変える必要があると思わ

れます.

それでは以下に;共通セッション1～5の講演内

容を紹介します.

3.､共通セッション1:アジアの国家エネルギｰ政策

“フィリピンにおける地熱エネルギｰ開発''

フィリピンエネルギｰ省事務次官

Ben-hurC.S嚢呈｡edo

フィリピンでは電源エネルギｰを輸入石油に依存

してきたが,1970年代のオイルショック以後,エネ

ルギｰ源の多様化と国産エネルギｰ開発の促進政

策がとられ,1999年にはエネルギｰ自給率が

43.5%まで上昇した.その中で地熱は石油代替エ

ネルギｰの主導的役割を果たしてきた｡しかし現在

は法規制の変革に伴う価格競争のため,今後は投

資家を魅さ付けるような刺激が必要があろう｡なお

同国は世界第2位の地熱エネルギｰ生産国であり,

世界第1位の地熱消費国である.

“インドネシアにおける地熱開発への挑戦"

インドネシア鉱山エネルギｰ省地質鉱山資源局長

Sury餐Suryabtoro

インドネシアは129もの活火山を有し,“火の鎖"

と呼ばれるにも関わらず,国内でこれまでに精査

が行われた地熱地域はわずか16,開発は6地域に

留まっている.これは,石炭のほうが安価であり,

また地熱は地域性が強く都市部と直結していない

ためである.その上,探査･開発費が高いことも,

地熱利用の妨げとなっている.しかし,1)政府が私

企業に土地を貸し付けて地方の地熱探査･開発を

任せ,大規模探査を援助する,2)技術革新により

地熱発電の価格競争力が増し,インドネシア政府に

よる開発が可能となる､により,開発が進む可能性

もある.

写真2蜘府のポスタｰ会場の様チ(金原啓司氏撮影).

“中国における地隷の開発･利用に関する国家政策"

中国国家開発計画委員会基礎産業省副所長

卯湧�慯奩

中国は米国に次ぐエネルギｰ消費国となり,エ

ネルギｰ資源利用形態の骨格を再構築する必要が

あった｡第一段階は石炭の消費を減らし,クリｰン

エネルギｰに置き換免ること.この際,経済開発及

び生活様式の高度化と共に,環境対策に重点が置

かれ,地熱開発は国家エネルギｰ政策の重要な柱

となった.現存する11の地熱発電所のうち,チベ

ットのヤンバｰジン(Yangbajing)が最大で,

12､五8MWである.また暖房,冷蔵,農業用,乾燥

用等の直接利用も進んでいる.ところで,政府によ

る開発計画構築の際には目標設定が重要であり,

再生可能エネルギｰに配慮した法制定,経済刺激

政策をまず行ってから,地熱開発とその評価をす

べきである.

3.2共通セッション2:世界規模の情勢

``禍95一て999年の間の世界の地熱エネルギｰ情勢''

オレゴン工科大学ジオビｰトセンタｰ長

JohnW.Lmd,米国

世界の80ヶ国が何らかの地熱資源を有し,うち

70ヶ国が利用している.地熱エネルギｰの利用全

般では,米国とアジア諸国がリｰドする一方,直接

利用は欧州諸国,北米およびアジア諸国で進んで

いる,直接利用は,今後5年間に利用が大きく伸び

ると予想されており,その意味で地熱エネルギｰの

将来は明るい.
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“1995-2000年の間の世界の地熱発電の情勢"

GeothermalMa口ageme耐社社長

Gera1dW.H耐t撒官米国

1995-2000の間に地熱発電設備容量は増加し,

また多くの国,例えばコスタリカ,エルサルバドル,

エチオピア､フランス,グァテマラ,ケニア,メキシコ,

ニカラグア,ポルトガル,タイ,トルコで発電利用の

努力が進行中である.また近年は,1)近年の石油

価格の高騰,温室効果ガス削減の動きに伴う地熱

発電の価格競争力強化,2)1)に間違し地熱関連

研究機関の民営化,3)非都市部での再生可能エ

ネルギｰの需要増加､といった動向が見られ,これ

が続けば2005年か数年後には,世界の地熱発電

設備容量の目標値11,414MWが達成される見込み

である.

“2000年における世界規模の地熱エネルギｰ直接利用"

オｰクランド大学坤秤研究所教授

DerekH.Freeston,ニュｰジｰランド

世界で地熱の直接利用を行っている国の数は,

最近5年間に31から55に増加し,この間に掘られ

た地熱井の数は1,000以上,直接投資額は8億

4,100万U-Sドルである.中でも特に設備増加の著

しい国は,中国,アイスランド,米国で官利用例とし

ては,1)温室;ロシア,ハンガリｰ,2)工業利用;

ニュｰジｰランド,中国,3)暖房;中国葺アイスラン

ド,トルコ,4)ヒｰトポンプ;米国,スウェｰデン,ス

イス,等が挙げられる.

3.3共通セッション3:

2マ世紀における地熱の競争力の情欝

“2て世紀における日本の地熱エネルギｰの見通し''

西臼本環境エネルギｰ(株)社長

石井國義

豊富な資源量にも関らず､わが国の地熱発電容

量は現在533MWであり,全発電量の王%未満に留

まっている.その主な原因は,大規模設備を有す

る原子力発電に比べ地熱発電のコストが高いこと

である.そこで,コスト削減に最も有効な手段とし

て,各地熱弁からで着る限りの流体を絞り出すこと

が考えられる｡一坊升の寿命は現状で平均約7年

であり,寿命を延ばすことがコスト削減のカギとな

っている.そのためには,探査､掘削,貯留層管理

の各技術開発が必要である.

“地熱プロジェクトの資金調達"

TheNordicEnvironmentFinance社部長

HarroPitkanen､フィンランド

資金調達という観点では,地熱プロジェクトも他

プロジェクトと同様に,事前調査を元に作業が進め

られる.しかし両者の違いはリスク対収益の点にあ

り,プロジェクトの全貌が不透明では,投資家たち

が敬遠するのは当然である.その上,地熱プロジ

ェ外には,初期投資が非常に高い上,コスト予測

が困難な要素が多いという難点がある.また,地熱

エネルギｰの地域的偏在性に関連し,1)開発対象

地域が必ずしも消費地に直結しない,2)自然災害

に見舞われやすい土地柄であり,長期運営が危ぶ

まれる,といった要因が投資を阻んでいる.そこで

地熱エネルギｰに関する情報をもっと外部へ広め,

投資家たちに地熱エネルギｰの競争力を示す必要

がある.なお開発の際は,世界銀行の“Prototype

C鮒b㎝Fmd"のように融通の利く資金源を利用

する等,従来と異なる資金調達法もある.

“2て世紀における地熱エネルギｰの競争力の状況"

アイスランド国家エネルギｰ公社(Orkustofnun)部長

����牓�晡���

世界中で現在利用されている地熱エネルギｰの

量は,ポテンシャルの僅か0.2%に過ぎない.21世

紀の地熱エネルギｰの競争力を考えた場合,価格

と環境影響が重大な鍵となるであろうが,価格競

争力については,国により税制が異なること,掘削

費,生産費が場所により異なること等,各国毎に

事情が異なるため,一般的なことは言えない.但し

一つ言えることは,地熱エネルギｰが真の価格競

争力を得'ることの重要性である.これまで政府の

補助金や税金軽減に甘えてきたため,競争力がつ

かず,､開発が遅れているのだ.

“高低エンタルピｰ資源の有効利用"

Ormat社社長

LucienY.Bronicki,米国

地熱エネルギｰは,気候に関係なく利用可能と

いう利点があり,他の電気エネルギｰ資源に対し
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価格競争力がある.現在までバイナリｰサイクルに

問題はなく,競争力があり,安定したエネルギｰ供

給源として,引き続き蒸気利用サイクルの改良が行

われている.その際重要なことは,1)一則面に囚

われず,システム全体の寿命規模でのサイクルを考

える,2)低エンタルピｰ資源は,未だにあまり利用

されていないが,高エンタルピｰ資源と共に,更に

性質をよく知る,3)今後も世界規模で,研究者や

開発業者による,両者への知識向上と技術改良を

行う.このような継続的な技術改良が,応用範囲

を広め,利用可能なサイトを増やすことに繋がるで

あろう.

``地熱プロジェクトにおける開発と資金調達に関わる問題"

GeothermEx社前社長

Jame§Koe狐㎏,米国

地熱エネルギｰへの投資がリスク高なのは,未

知の土地での掘削リスクによるものである｡そのた

め,銀行や国連は余り地熱エネルギｰに融資した

がらない.また経済状態の悪い国への投資が敬遠

され易い.従ってその対策として､王)環境に優しい

｢緑のエネルギｰ｣としての利点を最大限利用し,

コストを下げる,2)既に良好な生産が行われてい

る既開発地域に新たな施設を作り筥投資家を引き

寄せる,3)既知だが未開発の地域を開発すること

で,開発リスクを低減する,4)島換地域等,大規模

開発が不適当な地域を探す,等が考えられる.し

かし,地熱産業にとって最重要課題は,投資機関

に対し,地熱発電は安全で高利率の投資先であり,

電気産業への参入チャンスであることを示すことで

あろう.

3.4共通セッション41

地熱の研究開発における国際協力

“再生可能エネルギｰの価値に関する見通レ炬Aの立場から''

IEAエネルギｰ部長

Han鵬一JoachimNeef

地熱利用は過去30年間に劇的増加を遂げ,特に

コスタリカ,アイスランド,インドネシア,フィリピンで

増加が著しい｡再生可能エネルギｰの利点は,経

済的利益,新規産業の創成,エネルギｰ供給によ

る社会的宰政治的効果､ロｰカル/グロｰバルな

環境保護,等である.一方産業界からは,1995～

2020年の間に65%のエネルギｰ需要増加が見込

まれており,従来型のエネルギｰ供給では化石燃

料使用量が95%,C02放出量が70%増加する見

込みとなる,従って地熱等再生可能エネルギｰの

開発は最重要課題であり,IEAは地熱エネルギｰ

の競争力強化をめざし,専門家や国家間に国際技

術協力の場を提供する.

国連大学学長

��癡�楮步�

国連大学は,学術分野で活躍しつつ国連組織で

働く国際的学識経験者集団で構成される.新世紀

を迎え言これまで世界各地の大学から収集した情

報を屍直した所,次の50年間に世界人口は2倍に

増加すると予測され,そこで問題となるのは,貧困

国への安価なエネルギｰ供給である.再生可能エ

ネルギｰのどれも化石燃料にとって代わるもので

はないので,それらを各方面でできる限り利用し,

エネルギｰ供給の30～80%を再生可能エネルギ

ｰとする必要がある咄国連大学の仕事は,世界の

エネルギｰ供給を増やすことで,人々の欲求を満

たレ,不安を解消し,未来を支えることである.

“国土開発と経済開発の過程での地熱エネルギｰ開発"

世界環境基金GEFマネｰジャ

�����愀

GEFは1991年,地球規模の環境保護のために

作られた資金提供の組織で,対象は以下の4項

目;気候変動量生物への影響,国際水資源,オゾ

ン層の回復.GEFはメンバｰ国からの寄付金から

成り,これまでに50億ドルがプロジェクトに投入さ

れてきた.2050年までに温室ガス放出量増加を阻

止するためには,発展途上国の再生可能エネルギ

ｰ利用を10～20倍に増やす必要があると試算さ

れ,地熱は,GEFでも地球温暖化防止に最有力な

再生可能エネルギｰと位置付けられている.世界

の多地域で利用可能であり,またどれも開発の余

地が十分ある.しかし化石燃料に比ベコスト高なこ

とが呈開発を妨げている.'そのためGEFは,地熱

開発を望む国を資金面で援助し,開発地域と資金

提供(寄付)国とを結ぶ役割を果たしていく.
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3.5共通セッション51地熱開発の経済性と持続性

“暖房に利用される低温地熱フィｰルドの持続性顯

アイスランド国家エネルギｰ公社(Orkustofnびn)

��片��慵杳��

レイキャビクでは,1930年代に地熱暖房が開始

され,今日では同市の86%の家庭が地熱水による

暖房を利用している.同国には4つの低温地熱地

帯があり,生産量の差により夏と冬で水位が異な

る.最初は小規模であったが,70年にわたる利用

で,現在では非常に効率よく生産している.またモ

ニタリングにより過開発が確認されたので,それ以

後は生産量を減らし,均衡を保っている.

“低温地熱資源の経済性と持続性"

GeoproductionConsulta耐s杜社長

PierreUngemach,フランス

低温地熱エネルギｰ開発の経済性は,開発に必

要な資金とリスクとの関係で決まる｡パリ盆地剛列

は,初期投資が大きく,減価償却に長年を要した

が,掘削の成功率が高く,貯留層は50年以上も持

続し,坑井の寿命が25年と長かったため,プロジ

ェクトとして成功した.結論として,地熱エネルギｰ

の生産は経済性があり,かつ持続可能である.

地熱エネルギｰの生産持続のための戦略"

ERGA(ENELグルｰプ)部長

GuidoCappetti,イタリア

ラルデレッロ地熱フ仁ルドでの生産量は開発当

初より年々増加してきたが,貯留層境界に達して以

降,一時低下した.生産限界に達した段階での戦

略としては,1)より深部の開発,2)還元,3)生産

性の悪い坑井の刺激,がある.ラルデレッロでは,

低コストを理由に還元を行った結果､坑井の生産

性が維持された.また水と酸との混合物を還元し

た結果,フラクチャの目詰まりも解消された.

“カリフォルニア･ガイザｰズでの40年にわたる生産史

から学んだこと"

GeothermEx社社長

SubirK,Sanyal､米国

ガイザｰズではエ990年から生産量が減少し始

め,同時期に石油官ガス価格が急落した.そこでガ

イザｰズの若返り作戦として,1983年から還元を開

始し,1993年に還元量を増加させた.その結果現

在では,!992年の予測よりも260MW多い生産を

行えるようになり,年間6千8百万ドルもの収入増,

雇用の拡大,州への歳入増があった.

``フィリピンにおける地熱開発の持続性"

PNOC-EnergyDevelopment祉会長

�穡物�����

フィリピンの地熱発電容量は現在,1,910MWeで

ある,近年,PNOCの民営化により,市場競争力,

新地域の開発,各地の消費者への電力提供,そし

て既存開発地域の見直しが必要となった.既存開

発地域での持続性に絡み,還元,炭酸塩スケｰリ

ング,シリカスケｰリング,酸の浸入,冷水の浸入が

問題となる.現在も将来開発計画があり,問題事

項もあるが,いずれにせよ地熱エネルギｰは,同国

政府の最優先課題であり続けるだろう.

鵬松川地熱地域における持続的蒸気生産一開発の成功例と,

それが意味すること"

日本重化学工業(株)マネｰジャｰ

花野峰行

同発電所は蒸気卓越型のフィｰルドにあり,発電

量は長年に渡り殆ど一定に保たれている.プラン

ト成功の理由は,社内用の発電であるため,資源

を最大限利用している点であろう.そこから学んだ

ことは,発電量を低めに一定値に保つことで,蒸気

生産量の減少を阻めた点である.またモニタリング

は必須である.結論として,電気利用法及び財政

状況が適当であれば,地熱プラントには持続性が

ある.

4､鹿角ジオフレンドリ引フォｰラム

鹿角ジオフレンドリｰ･フォｰラム“地熱との共存"

は,移動プログラムの一つとして,秋田県鹿角市で

開催されました.前IGA会長,国連大学地熱研修

プログラム代表Fridleifsson氏からの基調講演の

後,5人のパネリストによるディスカッション“地熱エ

ネルギｰを通しての共同体の繁栄一住民とのよき

関係"が行われました.では以下に,Frid1eifsson

氏の講演内容を紹介します.
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“全世界の人々が享受できる恩恵としての地熱エネルギｰ'

前IGA会長,国連大学地熱俳修プログラム代表

IngvarB.Frid至eifsson

文明の歴史と共に温泉の利用が始まり,2000年

現在では世界80カ国で地熱の存在が確認養れ,58

カ国で利用されている､世界の地熱発電量は現

在,2ユカ国で49,000ギガワット時/年で施る｡地熱

直接利用の形態としては,冷暖房､温室､養殖漁

業,医療用温泉等がある.またヒｰトポンプは新し

い直接利用形態であり,基本的にはどこでも利用

可能という利点がある.

たとえばスイスは温泉の国ではないが,地熱を上

手に活用している好例である.同国では,ヒｰトポ

ンプで434ギガワット時/年を生産しており,今なお

年12%の成長をみている,もし日本で同等の利用

を行えば,ヒｰトポンプだけで8,000ギガワット時/

年のエネルギｰ供給を行える計算である.

新ミレニアムを迎えた現在,なお20億人もが近代

的エネルギｰを享受できずにいる.貧困国の生活

水準を上げるための鍵は,クリｰンなエネルギｰを,

誰もが買える価格で提供することである.しかし,

再生可能エネルギｰのどれ一つをとっても,化石燃

料に取って代わるほどの量は無く,それらを上手に

組み合わせて利用する必要がある封地熱エネルギ

ｰ利用促進のためには,各国政府が政籏面で地熱

の発展を促し,石油と価格面で競争できるような

措置をとる必要がある.

5｡特別講演と閉会式

閉会式に先立ち,IGA会長のWr曲t氏による特

別講演があり,彼はWGC2000の成功への祝辞に

続き,2五世紀における地熱エネルギｰの展望を語

りました.引き続き行われた閉会式では,司会の

Rybach氏が自ら会議の総括を行い,対外的な意

味と実質内容的な意味の双方における会議の成功

を祝しました.続いて国内組織委員会議長小川克

郎氏が総括を行い,京都会議での合意に見られた

ような地球環境問題に対し,地熱の優位性を一般

に広めていくこ二との重要性を強調しました.さらに

WGC2000の成果として､国内組織委員会副議長の

厨川道雄氏が,世界の地熱コミュニティのメンバｰ

は言地熱利用を促進するよう,政府,教育機関等を

写真3盛岡(APIO)会場から岩手山を望む(金原啓司氏

撮影).

動かすために全力を尽くすという“WGC2000宣

言"を読み上げました.

次に,Wright氏より次期WGC開催予定国トル

コの紹介が行われた後,トルコの副首相兼エネル

ギｰ大臣エルスメル氏から歓迎の挨拶がありまし

た,WGC2000名誉議長明間氏からWGC2005のエ

ルスメル大臣への引継式では,盛岡名物のチャク

チャク馬つ子のマスコットが受け渡されました.最

後に青エンディングのスライドショｰが行われ,全て

の会議日程が終わりました.

では以下に,Wright氏による特別講演の内容を

示します.

特別講演“刎世紀における地熱エネルギｰ''

IGA会一長

�浩�楣����桴

地熱に関し,次々と技術革新が行われ,直接利

用が広まり,利用率が増加しているにも関わらず,

地熱のシェアは世界の全エネルギｰ供給の0.25%

に過ぎない.その理由は,化石燃料が安くて豊富

で,しかも地熱と違い携帯可能な上に,世界申に

確固としたインフラを持っているためである.その

上,今世紀中に化石燃料が枯渇する恐れは全くな

い.従ってこの競争に勝つには,地熱生産と利用

を劇的に増加させる挑戦を続け,1年あたり少なく

とも1,000MWほど増加させる必要がある.

現状では害環境汚染に対する課金制度は殆ど存

在しないが,京都会議以来,少しずつ状況は変化

している.地球温暖化ガス節減の努力をしている

国もあり,最近の観測によれば,今日の二酸化炭素

レベルは過去の十分の一に下がっている.そして,
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写真4明間名誉議長からトルコのエルスメル大臣へのマ

スコット受け渡し(金庫啓司氏撮影).

いわゆる“緑のエネルギｰ"市場を開発する動きが

あり,多少コスト高であろうとも喜んできれいなエ

ネルギｰを導入しようとする人々や政府も現われ,

この傾向は進んでいるようである｡

地熱利用は,政府の影響が強い場所で最も急速

､に進んでいる.例えばアイスランドでは90%の家庭

で地熱暖房を利用しており,フィリピンでは電気供

給の26%が地熱発電である.しかし,途上国にお

いても産業国においても,あるエネルギｰの利用度

がその最大限の可能性にまで達するには時間がか

かる.前者については資金不足のためで｡現状の

施設で不十分な場合には資金が必要だが､政府が

不安定であり,個人投資家を引き寄せるための法

規制が不十分なため資金が得られない曲

従って政府及び国民が,地熱発電と直接利用の

初期コストは高いが,ライフサイクルコストは低いこ

とを認識すべきである.地熱の初期コスト回収後

のランニングコストは競争力がある申政府が長期エ

ネルギｰ計画をたて,地熱プロジュクトヘの財政投

資を行うことが必要である咄各国政府に対し,地熱

�

利用のメリット,つまり清潔,再生可能､純国産,と

いうことを知らしめる努力が必要である山地熱のラ

イフサイクルコストは低いが,開発の段階で援助が

必要なことを広めなければならない岨

地熱資源は途上国で最も豊富であり,世界では

およそ4,000万人が地熱を利用している.これを8

億人にまで増加させることが可能である.そのため

に強く要求されることは,必須技術の改良によるコ

スト削減;地熱分野だけではなく,関連分野の

R&Dプログラムの奨励.;科学者と技術者の意見交

換の場となる会議への参加を奨励;インタｰネット

による意見交換の促進;世界申の意志決定者,国

連,世界銀行,他の金融機関および人々に,地熱

の利点を普及;国境を越え,確実に世界中の人々

が地熱利用を可能にすること.そして最後に,次の

WGCを待たず,しばしば学会に出席し,地熱技術

の開発促進のための情報を共有することである.

6,会議を振り返って

本文では,WGC2000における講演のうち,世界

の地熱をとりまく情勢や地熱コミュニティの今後の

方向性を示唆する内容を紹介しました.会議全体

を通して,21世紀における地熱の重要性が強調さ

れています､そして,地熱エネルギｰ利用を拡大す

べく,政府の支援を積極的に求めていきましょうと

いう意見が目立ちました.その中で,政府の援助に

甘えず真の競争力を身につけるべきという辛口の

意見もまた貴重です.特に政府援助の困難な発展

途上国で地熱を普及させるためには,価格競争力

の強化が是非とも必要です.

また地熱直接利用の拡大も強調されており,盛

岡会場では地熱エンジニアリング(株)による実物

のビｰ一ポンプの紹介も行われ,注目を集めていま

した｡さらに,欧州を中心としたHDRの技術セッシ

ョンは量も内容も豊富で,学問的に今日最も注目さ

れる分野という印象を受けました.

最後に,WGC2000宣言が言葉だけに留まらず,

各国での地熱エネルギｰの利用が益々盛んになる

ことを願ってやみません.
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